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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 

日本内分泌学会は、厚生労働省難治性疾患政策研究事業の研究班と協働して各種ガイドラインを
策定・刊行することによって、内分泌疾患の診療の質向上に貢献している。また、上記以外にも日
本内分泌学会として独自に臨床重要課題を定め、各種内分泌疾患の病態、診断、治療に関する新た
な知見を取りまとめて学会ホームページを通じて公表している。 

 
 
 
 
 
ｂ.当該領域における国際的な役割 

ISE（International Society of Endocrinology：国際内分泌学会）の 16 名の Board Member のう
ち、2 名は日本内分泌学会の理事であり、日本内分泌学会が主要な Societyとして ISE運営に関与
することが可能となっている。また、2026年には ICE（International Congress of 
Endocrinology：国際内分泌学会学術集会）を日本で開催することが今年決まった。すなわち、日
本内分泌学会は国際的にも内分泌学の臨床と研究を牽引する立場にある。 

 
 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

希少疾患である各種内分泌疾患の診療ガイドラインを日本内分泌学会が策定することにより、本
邦における医療レベルが高まることになる。また、ISE を通じて日本内分泌学会の取り組みを世界
に発信することで、グローバルにも、特に後進国において内分泌疾患診療のレベルアップが期待さ
れる。 

 
ｄ.学会運営上留意している点 

日本内分泌学会では各種ガイドラインを刊行する前に必ず学会員にパブリックコメントを求める
ことにしている。すなわち、一部の会員の意見によりガイドラインが策定されることがないように
留意している。また、日本内分泌学会は各種受賞制度や研究助成制度を設け、若手の研究を支援し
ている。さらに、学術集会においては教育講演を充実させ、専門医の育成にも注力している。 

 



Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本内分泌学会の分科会としては、日本神経内分泌学会、日本甲状腺学会、日本生殖内分泌学会、
日本ステロイドホルモン学会、日本心血管内分泌代謝学会、日本臨床内分泌病理学会があり、日本
内分泌学会の学術総会の開催にあたっては、大会長がこれらの分科会から選出されるプログラム委
員と十分に協議したうえで、プログラムを決定している。また、診療ガイドライン作成に際しても、
関連する分科会と十分に協議を行っている。 

 
 


